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ガス化炉の特性 

 図表 6.27 はダウンドラフト（DD）炉とアップドラフト（UD）炉の性能を比較

したものである。それぞれの特徴を 6（17）の図表 6.26 と照合して説明する。 

▼両者に共通する特性：炉は

円筒状の縦型で燃料は上から

下 へ 順 次 移 動 す る 必 要 が あ

る。移動を阻止するブリッジ

の発生を抑える目的で、事前

に燃料の寸法調整が重要とな

る。さらに燃料に含まれる微

粉は炉内でのガス通路の閉鎖

に関係するため可能な限り少

なくすることが好ましい。 

▼アップドラフト炉 ：構造が簡単で歴史も古い 。投入された燃 料は先 ず乾 燥され、

発生 した 水蒸 気は 上部出 口から炉外 に排 出される ため、高水分率燃料の 利用 も可

能で ある 。次 いで 乾留（ 空気遮断状 態で の熱分解 ）によりガスと多量の ター ルが

揮発 し、 上部 燃焼 ゾーン を通過して 炉外 に出る。 揮発タールはガスの冷 却過 程で

粘稠 な液 体と なり 、各種 フィルター や配 管の目詰 まり、ガスエンジンの 失火 や破

壊な どの トラ ブル を引き 起こす。そ のた め炉外で のタール除去処理が不 可欠 とな

る。 ガス 化発 電の 成否は タールトラ ブル の解消に 依存すると言われてい る。 わが

国で稼働しているのは発電出力 2,000kW クラスで、熱利用は行われていない。 

▼ダ ウン ドラ フト 炉：アップドラフト式の ター ルが 多い欠点を補うために ガス の

流れ を下 向き に変 更した ものである 。水 蒸気、ガ ス、タールはすべて下 向き に移

動し 、乾 留に より 揮発し たタールは 酸化 層で熱分 解（炉内除去）される ため 、発

生ガス中のタール量はアップドラフト式の 1/100 以下と微量となる。なおこのター

ル除去には 高温が必要であり、温 度を下げない水分率の 低い（15％ 以下）燃料が

要求 され る。 さら に酸化 層は直径方 向で 均一な燃 焼が必要となるためガ ス化 炉の

ス ケ ー ル ア ッ プ は 難 し い 。 そ の た め こ の 方 式 の ガ ス 化 炉 の 発 電 出 力 は 一 般 に

200kW 以下に限られ、熱出力も数百 kW 程度で留まる。以上の理由から木質バイ

オマスのガス化熱電併給にはもっぱらダウンドラフト式が利用されている。  
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https://www.npobin.net/research/data/155thSasauchi.pdf 
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図表 6.27 ガス化炉の性能比較 


